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鮮
や
か
な
花
穂
に
思
い
を
託
す

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
街
角
や
花
壇
を

彩
る
サ
ル
ビ
ア
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
原
産
の

シ
ソ
科
の
植
物
で
す
。
す
っ
と
伸
び
た

茎
に
筒
状
の
花
が
連
な
り
、
代
表
的
な

赤
の
ほ
か
、
ピ
ン
ク
、
紫
、
青
、
白
な

ど
多
彩
な
花
色
が
あ
り
ま
す
。
日
な
た

を
好
み
、
比
較
的
育
て
や
す
い
こ
と
か

ら
、
花
壇
や
鉢
植
え
、
公
共
空
間
の
植

栽
に
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

花
言
葉
は「
知
恵
」「
尊
敬
」「
家
族
愛
」

「
良
い
家
庭
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
色

に
よ
っ
て
異
な
る
説
も
あ
り
ま
す
が
、

互
い
を
尊
重
し
、
家
族
や
地
域
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
す
る
思
い
を
託
せ
る
花

で
す
。

　

関
西
で
は
、
万
博
記
念
公
園
（
吹
田

市
）
や
兵
庫
県
立
公
園
あ
わ
じ
花
さ
じ

き
（
淡
路
市
）、
馬
見
丘
陵
公
園
（
奈

良
県
北
葛
城
郡
）
な
ど
で
観
賞
で
き
ま

す
。
な
お
サ
ル
ビ
ア
属
に
は
、
料
理
や

ハ
ー
ブ
に
用
い
ら
れ
る
セ
ー
ジ
の
仲
間

も
含
ま
れ
ま
す
。身
近
な
花
を
通
じ
て
、

季
節
の
移
ろ
い
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

シティ信金行事予定

10/1 木 共同募金（〜2027年3月31日）　
衣替え

2 金 大安

8 木 寒露　大安

10 土 第80回国民スポーツ大会
（〜20日・青森県）

12 月 スポーツの日

13 火 大安

17 土 貯蓄の日

19 月 大安

23 金 霜降　十三夜

25 日 大安

31 土 ハロウィーン　大安

11/3 火 文化の日

6 金 大安

7 土 立冬

10 火 大安

シティ信金協賛等行事予定

10月

●�シティ信金写経会
　8日 午前９時から　奈良西ノ京 薬師寺にて

●内外情勢調査会大阪シティ支部10月例会
　15日 正午から　帝国ホテル大阪にて
　講師：慶應義塾大学総合政策学部 教授／
　慶應義塾大学戦略構想センター（KCS）
　副センター長　鶴岡 路人 氏

●�地元への奉仕活動（清掃）  全店舗で実施

サ
ル
ビ
ア

期
難な

に
わ
の
み
や

波
宮
造
営
開
始
１
３

０
０
年
―
。
大
阪
歴
史
博

物
館
の
催
し
物
情
報
で
、

今
年
が
そ
の
年
に
当
た
る
こ
と
を
知

っ
た
。大
阪
城
の
真
横
に
立
つ「
歴
博
」

に
出
か
け
た
。
何
年
ぶ
り
だ
ろ
う
。

　

最
上
階
10
階
か
ら
の
景
色
を
見
て

驚
い
た
。
眼
下
に
広
大
な
難
波
宮
跡

公
園
が
広
が
り
、
大
極
殿
な
ど
の
基

壇
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。
整
備
の
完

了
は
昨
春
と
い
う
か
ら
初
め
て
見
る

景
観
で
あ
る
。
古
代
的
な
パ
ノ
ラ
マ

空
間
に
し
ば
し
没
入
し
て
し
ま
っ
た
。

　

難
波
宮
が
都
に
な
っ
た
の
は
６

４
５
年
。「
乙い

っ

巳し

の
変
」の
後
、
飛
鳥

板い
た
ぶ
き
の
み
や

蓋
宮
か
ら
遷
都
さ
れ
た
。
こ
れ
が

「
前
期
」難
波
宮
で
あ
る
。
日
本
初
の

本
格
的
な
首
都
で
あ
り
、
日
本
初
の

元
号「
大
化
」が
定
め
ら
れ
る
な
ど
、

エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
役
割
を
果

た
し
た
。
６
８
６
年
に
火
災
で
焼
失

す
る
。

　

再
び
造
営
が
始
ま
っ
た
の
が
７

２
６
年
。
つ
ま
り
１
３
０
０
年
前
で

あ
る
。
後
期
難
波
宮
は
、
首
都
平
城

京
の「
副
都
」の
位
置
づ
け
だ
っ
た
。

造
営
を
命
じ
た
聖
武
天
皇
は
こ
の

後
、
恭く

仁に

京き
ょ
う、
紫し

が
ら
き
の
み
や

香
楽
宮
へ
短
期
遷

都
を
続
け
る
。

　

天
然
痘
の
大
流
行
、
災
害
、
争
乱
・

政
変
な
ど
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
潰

さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
東
大
寺
・
大
仏

建
立
な
ど
大
事
業
を
成
し
遂
げ
た
聖

武
帝
。
相
次
ぐ
危
機
を「
都
」
か
ら

「
都
」へ
の
移
動
で
回
避
し
、
か
わ
し

た
面
も
見
逃
せ
な
い
。「
都
は
複
数

置
く
も
の
と
す
る
」
―
五
代
前
、
天

武
天
皇
に
よ
る「
複
都
の
詔

み
こ
と
の
り」（

６

８
３
年
）を
最
大
限
活
用
す
る
か
の

よ
う
な“
都
操
縦
術
”。

　

１
３
０
０
年
後
の
秋
。
奈
良
県
生

駒
市
が
、
総
理
官
邸
・
国
会
・
危
機

管
理
の
代
替
施
設
誘
致
に
動
き
出
し

た
。
大
阪
府
、
北
海
道
な
ど
道
府
県
・

政
令
市
が
指
定
を
目
指
す「
副
首
都
」

で
は
な
く
、
副
首
都
関
連
法
に
盛
り

込
ま
れ
た「
首
都
中
枢
機
能
代
替
地

域
」へ
の
立
候
補
。「
地
下
の
シ
ェ
ル

タ
ー
的
な
施
設
も
想
定
」し
て
い
る

と
い
う
。

　

聖
武
帝
が
直
面
し
た
危
機
と
現
代

の
危
機
を
比
べ
て
み
る
。
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
、
巨
大
地
震
、
国
際
紛
争
…
。

ほ
と
ん
ど
同
じ
こ
と
に
驚
く
。
い
や

増
え
て
い
る
。
遷
都
先
の
必
須
条

件
を
思
い
つ
き
で
追
加
す
る
な
ら
、

「
ど
ん
な
線
状
降
水
帯
に
も
耐
え
ら

れ
る
都
市
」「
暴
走
Ａ
Ｉ
の
攻
撃
か

ら
住
民
を
守
る
都
市
」
…
。
Ｓ
Ｆ
め

く
が
現
実
の
脅
威
で
あ
る
。

　

歴
博
を
訪
れ
た
日
、
線
状
降
水
帯

発
生
予
測
が
出
て
い
た
せ
い
か
、
入

場
者
は
少
な
め
。
考
古
学
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
土
器
パ
ズ
ル
に
熱
中
す
る
人

た
ち
が
す
べ
て
外
国
人
だ
っ
た
の
に

は
苦
笑
し
た
。
大
歓
迎
だ
が
、
大
阪

の
歴
史
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に“
独
占
”

さ
れ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

　

歴
博
10
階
か
ら
の
眺
望
を
作
っ

た
聖
武
帝
。
疫
病
に
よ
る
人
口
減
な

ど
危
機
が
相
次
ぐ
一
方
、
天
平
文
化

が
大
き
く
花
開
い
た
時
代
で
も
あ
っ

た
。
そ
の
精
華
の
一
つ
、
正
倉
院
展

が
奈
良
国
立
博
物
館
で
24
日
か
ら
始

ま
る
。�

（
わ
）

1 3 0 0 年

後

●東海道五十七次コラボウォーク
～高麗橋・水の都・大坂の歴史とにぎわいを巡る～
　１７日　淀屋橋駅コンコース２１番出口集合

●Ｄｏ Ｓｐｏｒｔｓ Ｆｅｓ OSAKA ２０２６
　１７日　ヤンマースタジアム長居 ほか

●２０２６年 ユニセフ・チャリティミニバザー＆コンサート
　２４日　ＯＣＡＴビルＢ１Fポンテ広場にて

●第４９回八尾河内音頭まつり
　３１日　八尾市立八尾小学校 ほか

“
栴
檀
木
”の
い
わ
れ

❖�

双
葉
よ
り
芳
し
い
と

い
わ
れ
る
名
木
は
栴

檀
木
で
す
。

❖�

大
阪
市
民
と
市
民
の

殿
堂
中
央
公
会
堂
を

結
ぶ
ゆ
か
り
の
橋
の

名
は
栴
檀
木
で
す
。

❖�

三
休（thank you

）

橋
筋
の
起
点
の
橋
の

名
は
栴
檀
木
で
す
。

❖�

金
庫
の
生
み
の
親
、

育
て
の
親
の
大
阪
市

役
所
と
金
庫
を
結
ぶ

橋
の
名
は
栴
檀
木
で

す
。
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